
増　築

地下　　階 地上　　階 塔屋　　階0

無 有

無 有

機械名 機械名階 階荷　重 荷　重

①　質疑回答書・設計指示書

②　特記仕様書

③　設計概要書を含む設計図

④　各標準図

⑥  日本建築学会各工事標準仕様書及び施工指針

⑤  国土交通大臣官房官庁営繕部監修建築工事共通仕様書

新　築

種　類 仕様

コンクリートの種類

（Ｎ／㎜　）

設計基準強度

（㎝）

単位水量

（％以下） （㎏／ｍ　以下）

スランプ
比 重

水セメント比

コンクリートの仕様　 R ：一般　 S ：標準　 H ：長期  （計画供用期間の級）

適用箇所

標準貫入試験 土質試験

静的貫入試験 平板載荷試験

有（ 敷地内 近隣

（無

）

）調査予定 無

２）地盤調査および試験杭の結果により、基礎の深さ・形状、杭長・杭種を変更する場合がある。

３）試験・検査項目

独立基礎 布基礎 べた基礎

①  基礎の種類

長期許容地耐力

②　許容地耐力

③  地盤改良

深層混合処理工法（ソイルセメントコラム工法）

浅層混合処理工法

支持層

基礎深さ

①　工法の種類

アースドリル杭

ミニアースドリル杭

ベノト杭

リバース杭

深礎杭

拡底アースドリル杭

場所打鋼管コンクリート杭

国土交通大臣認定工法

②  支持層

杭先端深さ

場所打ちコンクリート杭基礎

①　杭の種類（ＪＩＳ規格品または国土交通省認定品）

鋼管杭

三角節型杭（日信三角節型杭と同等品）

②　工法の種類

プレボーリング打撃工法

セメントミルク工法

プレボーリング拡大根固め工法

中堀拡大根固め工法

国土交通大臣認定工法

③  支持層

杭先端深さ

ＰＨＣ杭　　（　Ａ種　　　Ｂ種　　　Ｃ種　　　　種）

ＰＨＣ節杭　（　Ａ種　　　Ｂ種　　　Ｃ種　　　　種）

ＰＲＣ杭

ＳＣ杭

試験杭

平板載荷試験

種　類

根切り土の中の良質土　　（工法：機器による締固め）

山砂の類　　　　　　　　（工法：水締め又は機器による締固め）

場外搬出

場内処理

１）埋戻し土及び盛土の材料（工法）

２）残土の処分方法

３）砕石、割ぐり、捨てコンクリート地業

施工箇所 砕　石 割ぐり 捨てコン 備　考

（㎜）

基礎スラブ下 5 0

土間コンクリート下

基礎梁下 5 0

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

セメントは、ＪＩＳＲ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、

管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センター

の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに

撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

耐久設計基準強度は、特に指定が無い限り設計基準強度に同じ値とする。

水平地盤反力係数の測定

コンクリートは、ＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５

取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生または

３ ３

現場封かん養生とし、採取は打込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打込み量が１５０ｍ　をこえる場合は１５０ｍ　ごとまたは、その端数ごとに１回を標準と

する。１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

なお、供試体の数量は特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落

下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士

または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打込み継続中における打継ぎ時間間隔の

限度は、外気温が２５°Ｃ未満の場合Ｇは１５０分、２５°Ｃ以上の場合は１２０分以内とする。

測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から

２）鉄筋特記事項

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳＧ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

建築施工業者未定のため、決定後報告とする。

施工はＪＡＳＳ５ ( 1 9 9 7 )による。

施工はＪＡＳＳ５ ( 1 9 9 7 )による。

による。( 1 9 9 7 )

による。( 1 9 9 7 )

建築構造設計指針第 1 2章鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（ ）

溶接工作基準・同解説Ⅰ ､ Ⅱ ､ Ⅲ ､ Ⅳ ､ Ⅴ ､ Ⅵ ､ Ⅶ ､ Ⅷ ､ Ⅸ （ ）

）

現場溶接接合部は接合完了後の素地調整を入念に行い、ローバル塗装２回塗りとする。

（

　　　　〃　　　　　　　　　ＪＡＳＳ－３　　土工事および山留め工事

　　　　〃　　　　　　　　　ＪＡＳＳ－４　　地盤および基礎スラブ工事

　　　　〃　　　　　　　　　ＪＡＳＳ－５　　鉄筋コンクリート工事

　　　　〃　　　　　　　　　ＪＡＳＳ－６　　鉄骨工事

　　　　〃　　　　　　　　　ＪＡＳＳ－１８　塗装工事

鉄骨工事技術指針

( 1 9 9 7 )

建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ－１　　一般共通事項

高力ボルト接合設計施工指針

場所打ちコンクリート杭のコンクリートに関する施工指針・同解説

（日本圧接協会発行）鉄筋のガス圧接工事標準仕様書

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

建築構造設計指針第 1 2章鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（ ）

鉄骨精度検査基準

溶接工作基準・同解説Ⅰ ､ Ⅱ ､ Ⅲ ､ Ⅳ ､ Ⅴ ､ Ⅵ ､ Ⅶ ､ Ⅷ ､ Ⅸ

）建築鉄骨工事施工指針 鋼材倶楽部（

1

既製コンクリート杭基礎

２）鉄筋の種別及び継手工法

異形鉄筋

材　質

Ｈ形鋼

種　類

基礎　基礎梁　礎柱・ ・ 普  通 S 1 8 2 . 3 6 5 1 8 5

普  通 S 1 8 2 . 3 6 5 1 8 52 1

2 1

土間スラブ

捨てコンクリート 普  通 R 1 8 1 8 2 . 3 6 5 1 8 5

ローム層

L q a＝

5 0

1 0 0

6 0

1 2 5 k N /㎡

G L - 1 . 1 m

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける必要のある場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎の設置については、工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合は、配管の外径をスラブ厚さの１／３以下とし、管の間隔

を５ｃｍ以上とする。

諸官庁への届出書類は、遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い、その結果を速やかに工事監理者に報告すること。

１）建築場所

２）工事種別

３）構造種別

４）階　数

５）主要用途

６）屋上付属物

７）増築計画

８）特殊荷重

１）設計図書優先順位は次の通りとする。

２）特記仕様書は　印のついたものを適用する。

１）コンクリートの種別

１）地盤調査資料

１）基礎形式

直接基礎

４）ボルト接合

高力ボルト

機械的性質

による等級
すべり係数

径

（呼び名）

特殊高力ボルト

備　考

中ボルト

亜鉛めっき高力ボルト

（トルシア型）

F 1 0 T

S 1 0 T

F 8 T

4 T M 1 2

0 . 4 5

0 . 4 5

0 . 4 0

１）コンクリート特記事項

鉄筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品とする事。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ位置、継手の重ね長さ、定着長さは「配筋標準図

Ｄ１６以下は、すべて重ね継手とする。Ｄ１９以上の継手をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごとに（２００箇所をこえ

る場合は２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

（１）（２）（３）」による。

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

外観検査　　有　　無、　　引張試験　　有　　無、　　超音波探傷試験　　有　　無

第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名：

代行業者名：

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」

材料　　　　　　合板厚１２ｍｍを標準とする。

片持梁、庇、スパン９ｍ以上の梁下の型枠存置期間は、工事監理者の指示による。

大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。

行ってはならない。

支柱の盛りかえは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえを

６）型　枠

型枠存置期間　　ＪＡＳＳ－５

鉄骨製作工場

１）工事監理者の承認を必要とするもの

認定または登録工場

製作要領書

全国鐵鋼工業協会：Ｍグレード以上

３）接合部の溶接は下記によること

日本建築学会

日本建築学会

検査箇所

検査結果は検査完了後、工事監理者に報告すること。

検査方法

( )

超音波探傷試験

超音波探傷試験

検査率または検査数

社　内 第三者 工事監理者
備　考

外観  目視  検査

マクロ試験・その他

完全溶込み溶接部

全溶接部

現場溶接部

1 0 0 %

3 0 %

3 0 %

抜取り率は上表の通りとする。抜取り方法は柱１節毎とし、検査ロットは溶接部位毎に構成し検査ロット

の溶接個所数を３００個程度とする。抜取りはランダムサンプリング方法を原則とする。

４）溶接部の検査

５）高力ボルト

摩擦面の処理は、黒皮などを座金外径の２倍以上の範囲で、ショットブラスト、グライン

ダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。

ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で、表面荒さが５０Ｓ以上であ

る場合は、赤さびは発生しないままでよい。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているかを確認する。

が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として一次、二次締めとする。

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被服される以外の部分と

現場における高力ボルト接合部及び現場溶接接合部の素地調整は入念に行い、接合完了後

する。錆止めペイントは、J I S K 5 6 2 5 - 2種 に適合するものとし、２回塗りを標準とする。

６）防錆塗装

７）耐火被服の材料

の塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

鉄骨工事技術指針・工事現場施工編

３）図面及び本特記使用書に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修建築工事

共通仕様書および日本建築学会発行の図書（最新版）による他、下記の指針等による。

鉄骨工事技術指針・工事現場施工編

1 0 0 % 1 0 0 %

1 0 0 % 1 0 0 %

５）その他の材料

タ－ンバックル　

（胴は割枠式、ボルトは羽子板ボルトとする。）

頭付きスタッド

ハイベース・エコ

スーパーハイベース

M 1 6 , M 2 0 S S 4 0 0 J I S  A  5 5 4 0 規格品

規格品1 6φ , 1 9φ J I S  B  1 1 9 8H = 1 2 0

スーパーハイベース仕様及びスーパーハイベース工法設計施工標準図による。

ハイベース・エコ仕様による。

アンカーボルト　

アンカーボルト　

材料規格証明書または試験成績書

鋼　材 高力ボルト

（製品検査時までに工事監理者に提出すること）

特殊ボルト スタッドボルト

社内検査表

２）工事監理者が行う検査項目

現寸検査 製品検査 建方検査組立・開先検査

印以外の項目について検査を行った場合は、その検査結果を工事監理者に報告すること

工作図 施工計画書

使用箇所

躯体すべて

鉄筋径

（呼び名）

以下

以上

D 1 6

D 1 9

継手工法

重ね継手S D 2 9 5 A

S D 3 4 5

材　質

S S 4 0 0

使用箇所種　類 備　考

重ね継手又はガス圧接

ガセットプレート他

S N R 4 9 0 B

J I S  G  3 1 0 1

J S SⅡ 1 3 - 2 0 0 0

S S 4 0 0 規格品

建築構造用転造ねじアンカーボルト・ナット・座金のセット

03 . 0 5 . 2 8

以下

M 2 4以上

M 1 6

S S C 4 0 0 胴縁軽量形鋼

S S 4 0 0 鋼板

鋼板S N 4 9 0 B ベースプレート

鉄骨造

店　舗

M 1 6 , M 2 0

意匠図による

意匠図による

品質基準強度は設計基準強度＋３Ｎ / ｍ㎡とする。

第三者検査機関による受入れ検査は、工事施工者（元請け業者）負担の発注とする。

溶接部の受入れ検査の外観および超音波探傷検査を実施する第三者検査機関は、工事監理者が指定する。

第三者検査機関  ：  未定

第三者検査機関の技術者は、ＣＩＷ（日本溶接協会溶接検査認定委員会）で確認を受けた事業所に所属す

る主任試験技術者または試験技術者とする。

野沢猪狩猪狩平良

鋼材は、すべてＪＩＳ規格品または、鋼材倶楽部規格品とする。３）鋼材の種別

基礎および基礎梁

茨城県新治郡千代田町大字下稲吉字逆西地内

1

柱・大梁・小梁・間柱

構造設計特記仕様書

構造設計特記仕様書

１．建築概要

２．適用図書

４．調査・試験

５．基礎工事

３．使用構造材料

８．鉄骨工事

６．土工事・地業工事

９．設備関係

１０．その他

1

S（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事

７．鉄筋コンクリート工事

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形



主筋の継手可能位置を示す。

　　　　　　　基礎小梁は　タイプ　　　　　　を使用する。

A 端部

0ll

0l

l

端部 中央

B

C

b . 単スパン梁の場合

l0 l0

l0

l0

l0

l0･ /32

l0 l / 4 l0 l0

l0 l0ll0

l0 l0

l0

l0 l0

外端 連続端 連続端

a . 連続梁の場合

　小　梁

大梁，基礎梁

端部 中央 端部

0l0l

0l

0l

　　　　　　　小梁は　　　タイプ　　　　　　を使用する。

特記なき限り　　大梁は　　　タイプ　　　　　　を使用する。

0l 0l0l

0l

0l

0l

0l 0l

0l 0l0l

0l

0l

0l 0l0l

　　　　　　　基礎梁は　　タイプ　　　　　　を使用する。

ﾀ ｲ ﾌ ﾟ

ﾀ ｲ ﾌ ﾟ

0 0 / 4/ 2/ 4

/ 4 / 2 / 4

ﾀ ｲ ﾌ ﾟ

/ 4 / 2 / 4

1 5 d 1 5 d

2 0 d 2 0 d

/ 4/ 2/ 4

1 5 d 1 5 d

/ 4 / 2 / 4

2 0 d 2 0 d

1 5 d

/ 2/ 4 / 4

1

2

1 5 d 1 5 d

1 5 d

･70l / 6 / 1 2 / 4 0/ 4 / 2 / 4

/ 4/ 2/ 40/ 2/ 4

1 5 d 1 5 d 1 5 d 1 5 d

2 0 d 2 0 d2 0 d2 0 d

/ 4

1 5 d

/ 2

1 5 d

/ 4

2 0 d

/ 6

2 0 d

l0/ 6

（ｍｍ）

かぶり厚さ
※３

かぶり厚さが部分的に減少する箇所で、防錆処理を講じた場合は除外する。

かぶり厚さとは、最外側鉄筋面からの寸法とする。

ある場合をいう。

仕上ありとは、モルタルやタイル等の仕上げで、合計仕上げ厚さが２０㎜以上

使用の場合は、５０㎜とする事。

2 .

3 .

4 .

5 . かぶり厚さの許容値は、上記の値－１０㎜とする。

柱、梁、床スラブ、壁

基礎、擁壁

擁壁

床スラブ

非耐力壁

屋根スラブ

耐力壁

柱

梁

屋内

屋外

屋内

屋外
仕上あり

仕上なし

仕上あり

仕上なし

基本仕様

土に接しない

部分

土に接する

部分

ただし、ひびわれ誘発目地部など上記のかぶり厚さは、溶接金網にも適用する。1 .

（注）

P

a

D 1

a

P

（注）

1 .

2 .

上記の表は，粗骨材最大寸法２５ｍｍの場合を示す。

＊印は粗骨材によって間隔が決定されたものを示す。

1 )

2 )

3 )

a

ｘ粗骨材最大寸法

（　：鉄筋の呼び名の数値）d

鉄筋相互のあきは下記のうち最大のものとする。

鉄筋の間隔 （　　：最外径）D 1

曲げ角度 図 鉄筋の種類

d

I

D

d D

I

d

D I

端部（フック形状）

鉄筋の断面表示は下記の記号による。

設計図に特記の有る場合以外は、下記鉄筋の末端部にフックを設ける事。

柱、梁の出隅部分鉄筋は、1 .

2 . 片持スラブ上端筋の先端、壁の自由端に用いる先端は、余長４ｄとする。

印をいう。（重ね継手の場合）

中間部（ベンド）

内径 ( D )鉄筋の種類

D

d

スパイラル筋

スターラップ

フープ

D

d
以上

以上

以上

以上

以上

以下

以下

上記以外の

鉄　筋

以下

（注）

径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い鉄筋の呼び名（ｄ）による。2 .

（　）内は、フック付長さを示す。1 .

＞Ｌｃ≧

≧Ｆｃ≧

≧Ｆｃ≧

≧Ｌｃ≧

＞Ｆｃ≧

＞Ｆｃ≧

＞Ｆｃ≧

≧Ｌｃ≧

3L
重ね継手

長さ

1 2

末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。3 .

4 . Ｄ２９以上の鉄筋は、杭筋を除き原則として重ね継手としてはならない。

ガス圧接継手

（注） 鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は圧接してはならない。

重ね継手

L 1L 1 L 1

（注）フック付きの場合も同様とする。

あき重ね継手 （スラブ筋、壁筋のみ）

L 1

1L かつ

本以上

以上

以上

2

継　手

L

定　着

打ち継ぎ目地は 各階に設ける。その他は収縮目地に同じとする。。c .

a .打ち継ぎ部の位置・形状などは特記による。

床スラブおよび屋根スラブでは、その中央付近に、

は、床ス

b .

健全な

水湿しを行なう。

打ち継ぎ

a .外壁の打ち増し 外壁を形成する柱・梁・壁は、

b .床モノリシック工法の打ち増し

土中部の打ち増し

（　　）㎜とする。

外部側に 厚さ（　　）㎜の打ち

増しとする。

土側に 厚さ（　　）㎜の打ち 増し

c .

コンクリートの打ち増し

配筋の内側へ配管のこと。

b .配管外径（φ）は　、スラブ厚さの１／４以下とする。

c .配管のコンクリ－トかぶり厚さは、３０㎜以上とする。

d .配管相互のあきは、下記のうち最大のものとする。

１）　Ｌ≧２５㎜

２）　Ｌ≧粗骨材最大寸法×１．２５

３）　Ｌ≧１．５φ

埋め込み配管は極力少なくし、かつダブルa .

鉄筋径

（ｍｍ）

土に接する部分の柱・梁・壁は、

とする。

壁およびスラブ内の電気配管

フレアグル－ブ溶接

直とする。

鉄筋の溶接形状

ガス圧接形状

e >

柱頭の４隅にはフック
をつける。

H
0

H
0

H
0

D
D

0
H
0

H
0

2
L

2
L

H
0

L
2

L

H
0

L

2以
上

2L 以上とれない場合は、
設計図による。

第１フープ

拘束フープ

梁主筋直上とする。

梁主筋直上とする。

柱筋の絞り位置は、柱筋と
梁筋の交差部とする。
上側の柱主筋の絞り位置は
フープをダブル掛けとする。

1 2P  , P  , P3
フ－プのピッチを示す。

は設計図による

第１フープは

第１フープは

第１フープ

梁

柱

梁

1 .

（注）

L
2以

上

2

*

注）＊：直線定着でＬ２以上取れる

場合は、先端フックを付け

なくてもよい。

原則として、仕口部分には、副フープを入れなくてよい

梁主筋直下とする。
第１フープは

主筋の継手可能位置を示す。

梁

※ ※

※

※

≦

a

a

補強筋不要

印は※

：

：

： 設計図による。

＜

≦

＞

梁

柱打ち増し部

連結筋

（注）

かつφ

設計図表示

スパイラルフープの形状

末端部

の添え巻き
巻以上

d
※

以上かつ

重ね継手

d

※

末端部

の添え巻き

重ね継手

巻以上

d

※

以上かつ
以上

の場合

の場合
9 0 ﾟ

一般形状

6
d

A B C D

d

副フープ形状

フックの位置は上下
同一の箇所に集中し

ない事。

（注）

D 1 0 D 1 3 D 1 6 D 1 9 D 2 2

D 2 5

3 0

3 0

4 0

4 0

4 0

5 0

5 0

5 0

7 0

※４

= 2 5㎜a

= 1 . 5 da

a = 1 . 2 5

P =  + D 1

D 1 0 D 1 3 D 1 6 D 1 9 D 2 2 D 2 5 D 2 9 D 3 8D 3 2 D 3 5

1 1 1 4 1 8 2 1 2 5 2 8 3 3 3 6 4 0 4 3

3 2 3 2 5 75 34 84 43 83 33 23 2

5 0 5 3 5 8 6 6 7 7 8 4 9 3 1 0 04 64 3

＊ ＊＊＊

（ｍｍ）

D 1 D 1

d5

d4
4 d

d3

S D 2 9 5 B

S D 2 9 5 A

S D 3 9 0

D 1 9

d5

d8
4 d

d3
S D 2 9 5 A  

S D 2 9 5 B  

S D 3 9 0

D 1 9

D 3 8

~

d5

d6
4 d

d3
S D 2 9 5 A

S D 2 9 5 B

S D 3 9 0

鉄　筋　径 内径 余長( D ) ( I )

~

D 3 8

 S D 3 4 5

 S D 3 4 5 D 1 9

~

D 3 8

 S D 3 4 5

D 3 8

鉄 径

表 示 記 号

鉄 筋 径

表 記 号示

筋

18 0 ﾟ

1 3 5 ﾟ

9 0 ﾟ

D1 6以下

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以下

以下

1 6

D 1 6

D

1 8 0 1 3 5 9 0

（基礎梁を除く）
柱及び梁の出隅部分 フープ

スターラップ

中スターラップ

Ｕ字形スターラップ
のキャップタイ

幅止め筋

片持スラブ上端筋の先端

煙突の主筋

最上階柱４隅

副フープ

（注）

※１

※２

D 3 8

D 1 9

~

D 2 5

D 3 8

D 2 9

D 1 9

~
~

9 0

D 1 6

D 1 6

3 d

4 d

4 d

6 d

8 d

S D 2 9 5 A

S D 2 9 5 B

S D 3 4 5

S D 3 9 0

S D 3 4 5

S D 2 9 5 A

S D 2 9 5 B

S D 2 9 5 A

S D 3 4 5

S D 3 9 0

S D 2 9 5 B

かつ

1 0 d

㎜

以上

L L

1 5 0

( 1 5 d )

2 5 d

( 2 5 d )

( 3 0 d )

( 3 5 d )

( 3 0 d )

( 3 5 d )

( 2 0 d )

( 2 5 d )

( 3 0 d )

( 2 5 d )

( 3 0 d )

3 0 d

4 0 d 3 5 d

4 5 d 4 0 d

4 0 d 3 5 d

4 5 d 4 0 d

3 5 d

4 0 0以上

0 . 5 L1L 以上 10 . 5

0 . 2 1 5 0㎜ 以下

1 5 0

5 0

5 0Ｌ≧横線間隔＋

かつ

15 0

㎜

㎜Ｌ≧

1 2

1

2

1

2

3

1

2

3

4

5
d

a

a = 0 . 3 d

d

圧接面

d

圧接面

1 . 以上2 d

3

θ d
d / 5以下4 d以上1 .

θ > 8 0 ﾟ

㎜以下

d

圧接面

以下d/ 4

d6

d8

d1 0

d1 5

d2 0

d2 5

d3 0

d3 5

d4 0

d4 5

d4

d5

6 0

8 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

3 5 0

4 0 0

4 5 0

4 0

5 0

8 0

1 1 0

1 3 0

2 0 0

2 6 0

3 3 0

3 9 0

4 6 0

5 2 0

5 9 0

6 0

7 0

1 0 0

1 3 0

1 6 0

2 4 0

3 2 0

4 0 0

4 8 0

5 6 0

6 4 0

7 2 0

7 0

8 0

1 2 0

1 6 0

1 9 0

2 9 0

3 8 0

4 8 0

5 7 0

6 7 0

7 6 0

8 6 0

8 0

1 0 0

1 4 0

1 8 0

2 2 0

3 3 0

4 4 0

5 5 0

6 6 0

7 7 0

8 8 0

9 9 0

9 0

1 1 0

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 8 0

5 0 0

6 3 0

7 5 0

1 0 0

1 3 0

1 8 0

2 4 0

2 9 0

4 4 0

5 8 0

7 3 0

8 7 0

1 2 0

1 5 0

2 0 0

2 6 0

3 2 0

4 6 0

6 4 0

8 0 0

9 6 0

1 3 0

1 6 0

2 1 0

2 8 0

3 5 0

5 3 0

7 0 0

8 8 0

1 4 0

1 8 0

2 3 0

3 1 0

3 8 0

5 7 0

7 6 0

9 5 0

1 6 0

1 9 0

D 1 0 D 1 3 D 1 6 D 1 9 D 2 2 D 2 5 D 2 9 D 3 8D 3 2 D 3 5

880

1,000

1,130

1,020

1,160

1,310

1,120

1,280

1,440

1,230

1,400

1,580

1,330

1,520

1,710

1,050 1,140
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0
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特記なき限り　タイプ　　　　　　を使用する。

ﾀ ｲ ﾌ ﾟ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ

5 0 d

1 0 d
6 d

6 d
6 d

1 0 d
2 d 2 d

5 d

6 d

d

5 0 d
1 . 5 3 0㎝以上

12 d

1 3 5 ﾟ

6 d

5 0 d

1 . 5

3 0㎝

※

フック

フック

6 0

2
0

3 0 0

@ 3 0 0

a

d

3
0
0

a

3 0 0 a

D 1 0 @ 2 0 0

D 1 63 0 0

6 0

a

3 0 0

d
2
0

P

P P

( 3 )
6  @ 1 5 0 0

Ｐは　１－　　鉄筋の最小間隔による。
連結筋は
各階２箇所以上とする。

1

2

3

@ 1 . 5 P 1

P
1

垂ラブ、基礎の上端または梁の下端に設け、水平または

柱および壁で

特記のない場合、梁、

コンクリートを露出させ、コンクリート打ち込み前に十分な

打ち継ぎ部は、レイタンスおよびぜい弱なコンクリートを取り除き、

梁

一　般

小　梁

下　端　筋
基準強度の範囲

コンクリートの設計

鉄筋の種類
屋根

床スラブ

定　着　の　長　さ

鉄　筋　径使用箇所曲げ角度 図

かぶり厚さ
構造部分の種類

鉄筋径

D 2 9

2 73 6

2 7

2 7

2 1

2 1

2 1

2 1

1 5

1 5

3 6

2 7

2 7

2 7

2 1

2 1

（  N ／ m m  ）2

梁筋の継手位置( 1 )

梁筋の余長( 2 )

A

A

A

B

( 3 )
( 5 )

( 4 )

( 6 )

鉄筋の余長、重ね継手長さ及び定着長さの換算表

柱打ち増し部補強筋( 4 )

（二段筋）きかし筋( 5 )

( 2 )

( 8 )

( 7 )

( 1 )

( 3 )

鉄筋の表示記号( 1 )

( 2 ) 鉄筋のかぶり厚さ

A

鉄筋の最小間隔とあき

鉄筋の折曲げ形状及び寸法

1 5

鉄筋の継手

鉄筋の定着及び重ね継手長さ

溶接金網の定着と重ね継手

そ　の　他

柱筋の余長・定着及び継手位置

フープの割付け

フープの形状

03 . 0 5 . 2 8
野沢猪狩猪狩平良

配筋標準図 ( 1 )

配筋標準図

１．一般共通事項

( 1 )

３．梁２．柱

S

2

（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形



P以下

@ P

第１スタ－ラップ
（柱コンクリ－ト面）

@ P @ P @ P

P以下 P以下

つり上げ筋 ：スタラップ同径、２本巻とする。

第１スタ－ラップ
（柱コンクリ－ト面）つり上げ筋

つり上げ筋

P 以下

※

下部打ち増し

※

※

※

a

腹筋に準ず

a ≦

a

a

：

：

：＞

上部打ち増し 側部打ち増し

≦

＜

D

L
2

DLC

L
2

D

LC

L 2

a . シングル配筋の場合

非耐力壁の隅角部、交差部の定着
L
2

b . ダブル配筋とシングル配筋の場合

L1

L
1

柱、梁への定着

a . 柱

　梁b .

D

LC

かつL 2 柱中心線を超える

※柱主筋径だけスタ－ラップ筋幅を狭めて

加工する事。

（平面） （断面）

※

梁巾

※

梁巾

最小間隔の項による。

（注） P は

a

a

印は打ち増し部を示す。

b .

壁筋の継手可能位置を示す

L

L

L

1

1

1

0l

横筋の継手 縦筋の継手

0l

LC LC内側 外側 内側 外側

0
h

L
1

0 h

土圧壁筋（ＲＷ）の継手位置

0 0l l

L 2

スラブへの定着3

L

L

2

2

2L

開口補強筋

壁筋と同径　同間隔.L

L

2

2

又は

a .

壁端部の定着4

耐力壁（ＥＷ，ＲＷ）の場合

c . ダブル配筋の場合

L

L

2

1

L
2

L

2L

2

2

L
2

基礎ばり上端

コンクリート打継面

a . 梁への定着

*

5

L
2
か

つ
梁

上
端

筋
ま

で

土圧壁筋（ＲＷ）の定着及び継手位置

b . 非耐力壁の場合

鉄筋位置確保の為、約１ｍごとに耐圧スラブの上端まで下げる事。

* 地下外壁の外側鉄筋を基礎梁に定着する場合、定着長さは規定長さでよいが、

3 0 d

3
0
d

3
0
0

6 0

D 1 0 @ 2 0 0

a b c

3 0 d
3 0 d

3
0
d

3
0
0

c

a b

3 0 0

D 1 0 @ 2 0 0

D 1 0 @ 2 0 0

3
0
0

a

梁の

6 0

3 0 0

3 0 0

a

3
0
0

P

鉄筋の1 - ( 3 )

1

2

2L 2L

1
5
0

2L

L
2

2
LL
2

中
心

線
を

超
え

る
か

つ

D 1 3D 1 3 D 1 3

L 2 L1 L 2

D 1 3

L 2L 2

D 1 3

D 1 3

D 1 3D 1 3

5
0
0/
3

/ 4/ 4

L
2

2
L

2
L

L 1

D 1 3

D 1 3D 1 3

D 1 3

2L 2L

2L2L

L

D 1 3
D 1 3D 1 3

D 1 3

以下

l

2

d

0

L2

L

l.2 0/3

〔一般階〕

以下

l

2

d

0

L

l.2 0/ 3

〔最上階〕

L
2*

　一般の梁と連続しない場合②

LC

LC

先端 基端 2L

d

以下

l /2 0 3

〔一般階〕

0l

2L

2L

d

以下
l.2 0/3

〔最上階〕

① 一般の梁と連続する場合

片持梁

（頭つなぎ梁）

L

L

先端小梁

折り下げ
片持梁筋

上端筋

下端筋

L : L 2

L 3

打ち増し部への定着

L 3

L
3

L 2 L 2

打ち増し部分を示す。

c .

d .　先端小梁の外端部片持梁への定着

〔水平断面〕

2L

L 2* L 2
*

CL LC

の場合1 / 6≦ の場合1 / 6＞e / ae / a

a

e

a
e

1 0 01 0 0 1 5 1 5.

l 0

1 51 0 01 0 0 1 5

21

L 2
*
= L 2 + 5 d

L2
*
= L 2 + 5 d

D以
上

打継ぎ

基礎梁の場合

< >

梁せいの大きい場合は下記の配筋も可とする。

一般形状

A B C D

（注） 1 . 原則として、Ａとする。スラブと同時に
打ち込むＴ形梁の場合は、Ｂ，Ｃ。

2 .

Ｌ形梁の場合は、Ｃ　とすることができる。

Ａの場合フックの位置は、原則として交互
配筋とする事。

副スタ－ラップ

A B C

（注） 1 .原則として、ＡまたはＢとする。スラブと同時に
打ち込むＴ形およびＬ形梁の場合は、Ｃとすることができる。

フックの位置は、原則として交互配筋とする事。2 .

以上かつ打ち継ぎの有る場合

1

2

1 0 d
2 d 2 d

5 d

6 d

8
d

1 0 d

6 d

8
d

6 d

8 d6 d
6 d

6 d

6 d

1
5
0
0

8
d

L
1

L
1

6 d

6 d D = 2 0 0 0

3

1基礎梁も原則として　一般形状の場合によるが，

※

腹筋

※小梁の接合部は腹筋を

通さなくても良い。

1 5 0

3 0 3 0

3 0 3 0

梁　成

腹　筋 6 - D 1 04 - D 1 02 - D 1 0不　要

1 , 2 0 0≦Ｄ＜1 , 5 0 0９0 0≦Ｄ＜１，２００6 0 0≦Ｄ＜９００Ｄ＜６００

※

※

※

※

※印は軸方向補強筋を示す。

D 1 6 @ 2 5 0

補強筋不要

主筋と同径 @ 2 5 0

（注）下端筋は上向き定着でも可。柱への定着

a .梁の定着

2L

L
2
*

D

L2

L2 5d+L2 =*

〔最上階〕
LC

外端部の場合

D

〔一般階〕

L

2

2

L

L

C

連続端部の場合

がとれる場合でも

折り曲げ起点は柱中心線をこえた位置とする。1 .

2 .

（注）

1
5

0 以
上

L2

柱幅

LC

※２

柱幅が大きい場合

LC

LC

e

e

L

L

2

2

D

〔最下階〕

e

e

L2
L2

L2

e

e

D

〔鉛直くい違いの場合〕

e D / 6 の場合

〔一般階〕

D

e

e

2

2L

L
*

D

=

D

e

e

〔水平くい違いの場合〕

〔最上階〕

＞

L2

c . 段差のある場合

e D / 6 の場合≦

片持梁と連続する場合d .

〔最上階・一般階〕

D

L2

L2

b .基礎梁の定着

〔一般の場合〕 〔ベタ基礎，布基礎〕

L2

L2

D D

L2

CL

L
2

（注） 1 . 折り曲げ起点は柱中心線をこえた位置とする。

CL

LC
LC

※印の梁の主筋は半数以上を折曲げて定着させる事。

2
L
*

L 2

※
2L

L2

※

+ d
*
= L 2 5L 2

〔一般階〕 〔最上階〕

以上とする。

柱中心線をこえて中間折り曲げ扱いでテ－ル長１５０

1

2柱幅が大きくて、直線部だけで L

2
0
d

2
0
d 2
0
d

* 5 dL 2 +L 2

LC L 2
2L

L2 2L

耐力壁（ＥＷ，ＲＷ）の開口補強

e

e

L

L

L

2

2

2

L2

1

内部

外部

b

t
a

e

c

d

以上とする。2 0 %ふかしを含めた壁厚の収縮目地の断面欠損率は、

内目地を設けられない場合、および、ふかし厚が２０㎜を超える場合には、

縦目地　　ｍピッチ程度に設ける。外壁収縮（誘発）目地は、 3. 0

t eb c d 備　考a

1 5 0

1 8 0

2 0 0

2 0 2 02 0 1 5 2 0

2 0 2 52 0 2 0 2 0

2 0 2 52 0 2 0 2 0

以下

以下

以下

以上

以上

以上

1 .（注） の場合≦e 2 0 0 は、破線（   　）で示した 補強筋は不要とする。

2 . 斜筋は壁配筋表を優先とする。

e

e

梁への定着

a . 一般の場合

L2

e

以上B/ 2

e

L

L

3

3

B

L2

e

e

B

（注） は水平くい違いの場合にも準ずる。e

段差のある場合b .

の場合B / 6e

A - A 矢視

捨て筋を流して結束

A

斜めに定着してもよい
A

2

B 水平定着としてよい
斜めあるいは

L

3L *

（注）＊は、大梁の場合　Ｌ２と読み換える。

＞e の場合B / 6≦

2

1 / 2 B

( 1 ) 壁筋の定着

二段筋( 9 )

( 6 ) スタ－ラップの割り付け

( 1 0 )柱面と梁面が同一になる場合の納まり

　片持梁( 4 )

　ハンチ梁( 5 )

スタ－ラップ形状( 8 )

( 7 )腹筋の納まり

定　着( 3 ) ( 2 )壁開口補強

( 3 ) 外壁収縮（誘発）目地

梁打ち増し部補強筋( 8 )

0 3 . 0 5 . 2 8
野沢猪狩猪狩平良

( 2 )配筋標準図

配筋標準図 ( 2 )

４．壁
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t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形



短辺方向 長辺方向

スラブ筋の継手可能位置を示す。

周辺固定スラブ

スペ－サ－

D 1 3※受け筋 以上かつ最大

スラブ筋以上とする。

c : 段差のある場合

B :打ち増し部への定着

打ち増し部分を示す。

（注）

による事。

折り曲げ起点は梁中心線を超えた位置とする。

スラブ゛筋のかぶり厚の確保は

縦筋・横筋　

柱コンクリート面とフーチング上端面の（注）
交点から の勾配の中に杭が納まる
場合の基礎

　偏心する場合

はかま筋

はかま筋

杭基礎

a .一本杭の場合

かつ最大スラブ筋径以上
かつ最大スラブ筋径以上

かつ最大スラブ筋径以上
かつ最大スラブ筋径以上以内

以
内 ≧t

注）　　

打継ぎ面 打継ぎ面

連続端

打継ぎ面

外端

はかま筋のはかま筋の
ない場合ある場合

一般の場合

直接基礎

ａ．

ベタ基礎

ａ．耐圧スラブ筋の余長及び継手位置

（ＦＳ：耐圧スラブ）

スラブ筋の継手可能位置を示す。

ｂ． 偏心する場合

はかま筋

以上1

短辺方向 長辺方向

<t

連続端ｃ．ｂ． 外端

（注）連続端では定着長さが十分でも
スラブ筋の１／２以上は連続させる。

b .杭が２本以上となる場合

はかま筋

はかま筋の余長

断面

梁幅

φ* > の場合は、設計者の指示を受けること。a

基礎下端

コンクリート止メ板

補強筋

杭頭が所定の位置に止まった場合a . 杭頭が所定の位置より深く止まった場合b .

コンクリート止メ板

支持層

/
2
か

つ
φ

以
上

組立筋

へりあき
以上

スペーサー

は
つ

り 以
上

4 .

フープは正しく円形に加工し、片面 以上の5 .
フレアグループアーク溶接にて接合する。

主筋の重ね継手長さは、 以上
フーチングへの定着長さは、 以上とする。

特記なき限り、下記に準ずる。

スペーサー

組　立　筋

（平面上に 所以上）ケ4

（既製品も可）

1 .

2 .

主筋かぶり厚3 .

かつ 以上とする。印の寸法は※

貫通孔範囲及び貫通孔径

梁
D / 3 以下

D / 4 以下

不 可

貫通孔の径

A

B

C

位置

B o r A

貫通孔補強要領

貫通孔径

梁　成

は、補強不要
は、貫通不可

1 . 5 D1 . 5 D

Ｃ
（　定着要領　）

貫通孔径 横　筋 斜　筋 補強 s t. .

Ａ，Ｂは下表の補強による。

備　考側 s t. .p 孔上 t. .p下，p

注）Ｃ　はＤ≧１０００のときＤ１３（シングル）とする。
*

既製品による補強

・スパ－レン　・リンブレン　・ダイヤレン　　　　・ＦＢユニット

使用既製品名は、下記とする。

・ウェブレン　・ＳＧリング　・ニュ－ウェブレン　・新ＳＧリング

設計者に提出し、承認を受ける事。

Ａ，Ｂを既製品により補強を行う場合は、補強要領および計算書を

（人通孔）

貫通孔D

片持スラブ階段

一方向スラブ階段

φ≦Ｄ／３　または　φ≦Ｄ／４とする。

連続端

1

直線定着でもよい

1 .

2 . 以下）@ 8 0 0（スペ－サ－

1

2

スラブ筋と同径・同ピッチ
スラブ筋と同径・同ピッチ

1

2

3

2 : 1

F B - 6 x 5 0

D 2 2 @ 3 , 0 0 0

1 3 0

@ 3 , 0 0 0

4 5 d
4 0 d

1 0 d

2 0 0

5
0
0

1
,
0
0
0

1

D / 4 2 0 0

・補強スタ－ラップは、一般部スタ－ラップと同径・同組数以上とする。

・側スタ－ラップは、補強スタ－ラップと同径・同組数ダブル巻きとする。

ＢＡ
側スタ－ラップ

孔下スタ－ラップ

側スタ－ラップ

斜　筋 横　筋

一般部 補強スタ－ラップ範囲 一般部 一般部 補強スタ－ラップ範囲 一般部

補強スタ－ラップ補強スタ－ラップ
孔上スタ－ラップ

Ｄ１３ダブル巻

・ダンガ－ド　・ＭＫリング　　

1

2

1

2

3

s

補強筋

フーフ゜

フーフ゜

基礎下端

（両方向共）

杭　径

補強筋

杭　径

補強筋

3 0 0 3 5 0 4 0 0 4 5 0 5 0 0

6 0 0 7 0 0 8 0 0 9 0 0 1 , 0 0 0

6 - D 1 3 6 - D 1 3 8 - D 1 3 8 - D 1 36 - D 1 3

8 - D 1 3 8 - D 1 6 8 - D 1 9

１
２
０
以
上１
０
０
以
下

片持スラブ2

バ－型スペ－サ－

段差ｅ≦１５０　の場合 １５０＜ｅ≦３００　の場合

（注） ｅ＞３００の場合は設計図による。

1 2

１
２
０
以
上１
０
０
以
下

１
０
０
以
下

１
２
０
以
上

1 2 0

1 2 0

1 2 0

3 .

片持スラブの出寸法の変わる場合には、その位置にもうけること。2 .

誘発目地ピッチは、1 . 程度とする。

誘発目地 コンクリート

手すり
誘発目地

コンクリート手すりのある場合には、ある部分とない部分の境にもうけること。

4, 0 0 0

2 0 0スラブ厚

スラブ厚

5 ００以上の場合は設計図による。

5 0 0

5
0
0

補強筋

L
2

L 2

L 2

L 2

片持スラブの出隅部 片持スラブの入隅部

スラブ補強筋共通事項

補強筋

断　　面

1 .

2 .

3 .

注）　　Ｐはスラブ上端筋のピッチを示す。

補強筋はスラブ上端筋と同径とする。

　　Ｐ≦１２５の場合は補強筋不要。

ＰＨＣ杭

8- D 1 6 8 - D 1 6

A

A

D

D

L x

L x
/
4

/
4

x
L

D

D

B CC

L / 4x L / 4x

Ly

L / 2L y

/ 4Lx xL / 4

1 5 d 1 5 d

1 5 d

/ 2x

1 5 d

A , D B , C B , A C , D

a : b :

※
L2

※
7 52L

LC

L2
LC

LC

L
2

LC

L

LC

2L
a

L
2

2 - D 1 6
1 - D 1 6

2 - D 1 3
1 - D 1 3

a , b :
c :

c :
a , b :

c

b

L1

2L

ａ≦３００㎜

L1

L
2

打継ぎ面

L2
L3 L

L3

a

2

D 1 3 - @ 3 0 0D 1 3 - @ 3 0 0

D 1 3 - @ 3 0 0

L2

D 1 3 - @ 3 0 0

L2

D 1 0 -@ 2 0 0

D 1 0 -@ 2 0 0

ａ≦３００㎜

a

1 5 0

≧ 2

L2

L
2

L
2

2
L

a - a

A , D C , D

A

A

D

D

L x

L x
/
4

/
4

x
L

D

D

B CC

L / 4x L / 4x

/ 2Lx

xL / 4

1 5 d

/ 4Lx

1 5 d

1 5 d1 5 d

Ly

2L

1 5 0

1
5
d

以上L2

B , C B , A

/ 2yL

L2

1 5 d

1
2

1L

L1

1
2

はかま筋

1 5 d1 5 d

2
0
d

2
0
d

2
0
d

2
0
d

2
0
d

2
0
d

2
0
d1 5 d1 5 d

8 d

D 1 3 @ 2 0 0

D 1 6 @ 2 0 0

D 1 3 @ 2 0 0

D 1 0 - @ 1 0 0

4
5
d

φ

φ

5
0

1
0
0

5
0

5
05

0

3 01 0 0

1 3 0
スペ－サ－

1 0 d2 d 2 d

フ－プ

φ

φ

45 ﾟ

1 5 0 1
0
0

1
0
0

φ

φ
1
.
5 a

t / 2

t

以上

2
L

L
L1
1

L1

L1

2 5 d

2 5 d
2 5 d

2L

*

*

C C

A A C

AA A

A BB

A B

B

B

C

A C C

A A

A

D φ Dφ

※

※

φ
1

P

C

C

2
φ

D

DA  o r  B

※

A  o r  B

C

※

/ 2D

l0

/ 2D

DCBABC

※

※

5 0

2
5
d

1 5 d

L

2
0
d

1 5 d

2 - D 1 3各

φ D

5 0 05 0 0

φ

L

2

L2

L

2

外　端

φ　≦５０

５０＜φ≦１００

１００＜φ＜１５０

１５０≦φ＜２００

２００≦φ＜２５０

２５０≦φ＜３００

３００≦φ＜４００

４００≦φ＜５００

５００≦φ＜８００

１２００≦　ＤＤ　＜４５０ ４５０≦　Ｄ ６００≦　Ｄ ７５０≦　Ｄ ９００≦　Ｄ
＜１２００＜９００＜７５０＜６００

２００φ

２５０φ

１５０φ ２－Ｄ１３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

３－Ｄ１９ ３－Ｄ１９

２－Ｄ１３ Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

２－Ｄ１３ダブル

２－Ｄ１３ダブル

２－Ｄ１３ダブル

　　－

7 5

B

L3L 3

B

BB

L3

L2

L
3

3

B B

3
L

2
L

aD 1 6 @ 2 0 0

L

1
0
0

4
0
d

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

杭主筋スペーサー

1
.
5

1 . 5 D 1 . 5 D

P≧
2

2
+1 3×

φ φ

２－Ｄ１３ダブル60 0

D 1 0 - @ 1 0 0

3 - D 1 6

D 1 0

φ φ φ φ φ

φ φ φ φ φ

2- D 1 3

D 1 3

6
0

2
5
d

7 5
LC

B

2L 6 0

D 1 6

LC

L2
L2

D 1 3

e
t

t

D 1 6

L2
L2

D 1 0 - @ 2 0 0

3 0 0

2 t

L2

L2

L
2

L
2

e

2L 7 5
LC

B

2
5
d

6 0

L 2

D 1 3

2 - D 1 3

6
0

6
0

2L

2
5
d

B

LC

6 0

1 - D 1 3

2
L

D 1 3

6
0

L 2

2L

D10@200S.C

D10@200S.C

D10@200S.C

7 5

短辺方向上端筋と
同径、同ピッチ

1 0

D 1 3

D 1 3

1
5

1
5

1
2
0
~
1
8
0上端

下端

2 0 0

a

a

b

c

cc

b
c

m a x ( a , b )

a c

a

b

c

c

c≧

P P P

P P

m a x ( a , b )c≧

3
5
d

3
5
d

( 1 )

( 4 )

( 1 )

( 2 )

( 2 )

( 2 )

( 1 ) ( 1 ) ( 1 )スラブ筋の余長及び継手位置

定　　着

置スラブと基礎梁の打継ぎ補強筋

スラブの開口補強

基礎スラブ筋の納まり

基礎と基礎梁の納まり

場所打コンクリート杭 定着と継手梁貫通孔補強

既　製　杭

( 3 )スラブ段差部の納まり

片持スラブ誘発目地仕様( 7 )

( 5 )

( 6 ) 片持ちスラブの出隅入隅部補強

03 . 0 5 . 2 8
野沢猪狩猪狩平良

配筋標準図 ( 3 )

配筋標準図

ス　ラ　ブ

( 3 )

5 . 基　礎6 . 7 . 杭 8 . 梁貫通補強 階　段9 .
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特記なき限り下記による。
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1 . 基礎下端レベル
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共通事項
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（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事

特記なき限り下記による。

礎柱・基礎梁は、鉄骨芯に対して芯振り分けに配置する。

1 .

2 .

は鉄骨芯を示す。

間柱及び耐風梁の配置は、軸組図による。3 .

4 . 基礎梁上端は、 とする。1FL-250

は立上り壁 W 1 5を示し、意匠図参照により配置する。壁上端は

1FL+200とする。

5 .

6 . は土間スラブを示し、上端レベルは 1 F L - 1 0とする。

2
,2
6
0

1,
00
0

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形
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（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事

3
,3
65

2
,
70
0

1 .

2 .

3 .

水平ブレースは、

4 .

屋根梁上端レベルは、軸組図及び意匠図による。

折版を受ける小梁の上端レベルは、大梁の上端レベル

小梁の鉄骨芯は、仕上げ等を考慮して決定の上、承認を得るものとする。

とする。+ 5 0

特記なき限り下記による。

とする。H1

庇梁上端レベル
R F L - 3 , 3 0 0

上
梁
G
4
を
示
す
。

梁上端レベル

:

:
R F L + 3 0 0

R F L + 5 0 0

G2 ,B 3

B1

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形
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（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事
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通り軸組図 1 : 1 0 0B

通り軸組図A 1 : 1 0 0
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1 .

2 .

(   ) 内の寸法は意匠納りおよび現寸により決定する。

胴縁は以下とする。

特記なき限り下記による。

看板部の胴縁配置は詳細図による。

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形
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（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事
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(   ) 内の寸法は意匠納りおよび現寸により決定する。

胴縁は以下とする。

特記なき限り下記による。
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(   ) 内の寸法は意匠納りおよび現寸により決定する。

胴縁は以下とする。

特記なき限り下記による。
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長方形

t-tsuge
長方形
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1 1軸組図 ( 4 )
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(   ) 内の寸法は意匠納りおよび現寸により決定する。

胴縁は以下とする。

特記なき限り下記による。

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形
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野沢猪狩猪狩平良

礎柱配筋図 1 : 3 0

1FL

GL

1FL

GL

立上り壁・土間スラブ配筋詳細図 1 : 3 0

内部土間スラブ 内部土間スラブ
外部土間スラブ

敷砂利（砕石）
敷砂利（砕石）

1FL
GL

基礎詳細図 1 : 4 0

F1 F2 F3 F4

特記なき限り下記による。

位　置

符　号

全断面 全断面

共通事項

基礎梁断面表 1 : 3 0

FG1 FG2

あばら筋

下端筋

上端筋

b  D×

腹　筋

ｂ　Ｄ× ふかし補強3 .

あばら筋と同径、同ピッチ

1 .

ｂ

Ｄ

巾止筋2 .

断  面

Ｓ＝１：３０

Ｓ＝１：４０

基礎詳細図、基礎梁断面表、土間スラブ配筋図

（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事 S

1 2

ゲージプレート

1 .

2 .

アンカーボルトセットは、アンカーフレーム等（仮設）により所定の位置・レベルに固定されるものとする。

アンカーフレーム等の形状及び設置方法案を、施工前に提出のうえ承認を受けるものとする。

特記事項

基礎梁上端

ゲージプレート（基礎コンクリート打設後撤去）

無収縮モルタル充填

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形
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野沢猪狩猪狩平良

鉄　骨

符　号

位　置 全断面 全断面

鉄　骨

RF

P H R F

G 1 G 2

大梁・小梁断面表 1 : 3 0

Y

X

×

帯　筋

主　筋

b  D

礎　柱

アンカーボルト

ベースプレート

柱断面表 1 : 3 0

符　号

鉄　骨

鉄　骨

RF

1 F

C 1

柱　脚

リブプレート

特記なき限り下記による。

1 . 鉄骨材質

共通事項

S S 4 0 0：

C 4C 3 AC 2 C 3

1 . 鉄骨材質

特記なき限り下記による。

1 . 鉄骨材質

特記なき限り下記による。

間柱断面表 ブレース断面表

P1

P 2

部　材符　号 符　号 部　材

H1

V 1

V 3

V 2

S S 4 0 0S S 4 0 0

共通事項 共通事項

2 . 間柱は外壁面に直交に強軸を配置する。

P 3

大梁・小梁断面表、柱断面表、ブレース断面表

（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事 S

1 3

全断面

G 3

全断面

G 3 A

Ｓ＝１：３０

全断面 全断面全断面 全断面 全断面

B1 B 2 B 3

全断面

T 1 H B 1 H B 2 胴縁・もや

全断面

折版受け

全断面

特記なき限り下記による。

鉄骨材質 S S 4 0 01 .

：

共通事項

：H ,B H

C S S C 4 0 0

全断面

G 4

全断面

C G 1

S S 4 0 0：

： S N 4 9 0 B

アンカーボルト SN R 4 9 0 B2 .

3 . ブレースが取合う柱脚のガセットプレートは、

鉄骨詳細図による。

4 . リブプレート形状は、以下とする。

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形
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3

3

3

タイプ－１ タイプ図

タイプ－１

タイプ－２

≦ H0 . 1 の場合φ

φ

＜ ≦φ0 . 1 H H の場合0 . 2

F 1

ウエッブプレートと同厚、同材質

φ φ

F 1

H

F 1

H

F 1

＜ ≦φH H の場合0. 3 0 . 4

F 1

φ H

F 1

ウエッブプレートと同厚、同材質

F 1

F 1

（両面）

F 1 鋼管F 1
φ

＜ ≦H H の場合0 . 2 0 . 3

F 1

F 1 F 1F 1
鋼管

φ

ウエッブプレートと同厚、同材質

Hφ φ

F 1 F 1

1 2 5

1 0 0

1 5 0

1 7 5

2 0 0

6 0

7 5

9 0

1 0 5

1 2 0

3 0 0

3 5 0

4 0 0

1 4 0

1 4 0

7 0

9 0

1 5 0

1 5 0 4 0

2 5 0

3 0 0は千鳥配置

タイプ－２ 特記なき限り下記による。

ボルト径

記　号

孔　径

標準 ﾋ ｯ゚ ﾁ

縁端距離

+-

1 4

4 0

3 0

1 8

5 0

3 5

2 2 2 4

6 0 6 0

4 0 4 0

M 1 2 M 1 6 M 2 0 M 2 2

継手部で相互の板厚が異なる場合は、以下によりフィラープレートを挿入する。

フィラープレート厚

継手板厚

T f

T 1 > T 2

T 1 - ( T 2 + T f ) ≦  1 m m  

4 .

1 . 鉄骨材質

2. ボルト本数は、継手片側の本数を示す。

ボルト表示記号、標準ピッチ、縁端距離3.

中ボルト 高力ボルト

H , B H , P S S 4 0 0：L

B H ： S N 4 9 0 B C S S C 4 0 0：

： S N 4 9 0 APL

タイプ－３

タイプ－１

タイプ図

タイプ－２

タイプ－４（耐風ばり）

タイプ－３

耐風ばり（横使い）

梁貫通補強要領

STK400

STK400

1 .

2 .

3 .

梁貫通孔径は、梁成の　 　倍0 . 4

隣り合う貫通孔のピッチは、

梁貫通位置は、原則として柱面より梁成の２倍以内は不可とする。

(0 . 4 H )　以内とする。

以上確保する。7 5 m m上端 ･ 下端のあきはフランジ内面より3φ以上、

野沢猪狩猪狩平良
継手規準図 ( 1 )

（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事 S

1 4
Ｓ＝１：３０

大梁継手表

大梁部材大梁符号

タイプ－２タイプ－１ (4 )小梁継手表

小梁部材小梁符号

共通事項

G 1

G 4

G 2

G 3

G 3 A

B 2

H B 2

H B 1

B 1

B 3

T 1

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形



溶接継手

溶接継手の
表示記号

溶接工法

溶接仕口規準図

溶接継手

開先断面

溶 接 面
板　　厚

溶接開先規準図

隅肉溶接

備　　考

開先断面

溶 接 面

溶接工法

溶接継手

板　　厚

突合せ継手

板　　厚

開先断面

開先断面

板　　厚

角形鋼管現場溶接

Ｔ形突合せ継手

部分溶込み溶接

記載方法

溶接部の段差

溶接部の処理

エンドタブ

スカーラップ スカーラップは原則としてノンスカーラップ工法を採用する。

ブレース継手表

間柱継手表

かど継手

消耗ノズル式エレクトロスラグ溶接狭開先溶接

V 1

V 3

V 2

H 1

丸鋼ブレース端部詳細図

0 3 . 0 6 . 1 1

V 1

H 1

アンカーボルト
ベースプレート

アーク手溶接及び炭酸ガス半自動溶接のエンドタブは、継手と同形状で長さ３５ｍｍ以上

且つ板厚の２倍以上の鋼製タブとする。

エンドタブは鋼製タブまたは、セラミックタブとする。

鋼製タブとする場合は、原則として下記とする。

サブマージアーク自動溶接のエンドタブは、継手と同形状で幅７５ｍｍ以上且つ板厚の３倍以上、

長さを１５０ｍｍ程度とする。

溶接終了後、エンドタブはすべて切断しグラインダー仕上げとする。

梁フランジ

機械加工にて切断

ガス切断

梁ウ ｴ ブ

梁フランジ

梁ウ ｴブ

ダイヤフラム

ノンスカーラップ工法を採用できない場合の、スカーラップは改良型とし、

半径は を標準とする。

ただし、返し溶接またはまわし溶接によって溶接端部の欠陥の発生が防止できる場合は、

突合せ溶接部は原則として両端にエンドタブを取付けて溶接する。

エンドタブを用いない。

隅肉溶接の端部は、まわし溶接を行う。

P 2

r = 3 5 m m

備　　考

フレア溶接

アンカーボルト

立上り壁上端

縦
胴

縁

基礎梁上端

スチフナープレート

モルタル厚

（注）開口周りで縦胴縁を配する場合は、本図による。

ベースプレート

※  アンカーボルトはフック付きとする。

材　質

（注）水平ブレース取付け位置及び詳細は、工作図にて

確認のうえ承認を受けるものとする。

材　質

部　材符　号

部　材符　号

野沢猪狩猪狩平良

縦胴縁

縦胴縁

P 1

P 3

溶接規準図・継手規準図 ( 2 )

（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事 S

1 5
Ｓ＝１：３０

t-tsuge
長方形

t-tsuge
長方形



C3C3A

P3

HB1

HB1HB1

P1

P1

V3
V3

V3

V3

G1 G1 G1 G1

G1

B1B1

C3

C3

イ

P2

HB1

P2 P2

C1

C1
V1

G3A
G3

G3

イ

G1

G1

G
1

イ イ

ロ

ロ ロ

03 . 0 6 . 1 1

V1

V1

V1

V1

断　面

断　面

PHRFL

R F L

9
0
0

3
,
9
0
0

9
,
1
0
0

野沢猪狩猪狩平良
Ｓ＝１：３０

（仮称）ワンダーグー千代田店新築工事 S

1 6

7 , 0 0 0 7 , 7 0 0

225

6 , 2 0 0

2 6

3 , 4 1 2 . 5 3 , 4 1 2 . 5

6 , 5 0 07 , 0 0 0

2
0
0

G L

1 F L

4
,
3
0
0

5
,
7
0
0

折版受け

鉄骨詳細図

5

225

2
,
0
5
0

9
0
0

1
5
,
0
0
0

1
,
1
5
0

270

R F L

9
0
0

1
,
1
5
0

S=1:30通り鉄骨詳細図B

共通事項15

1
5

400 400

1
00

5
0

3
5

10
0

75

C1

2 5 0

1 . 柱脚詳細は、図 による。S- 1 3

特記なき限り下記による

片側フランジカット

片側フランジカット

片側フランジカット

1 , 5 0 0

C 1 , P 1 , H B 1 は⑤～⑥間を示す。

1
4
9

２通り鉄骨詳細図５通り鉄骨詳細図

5

8
0

1

175

B

B

1

2
7
0

175400

4
0
0

特記なき溶接は、隅肉溶接とする。2.

t-tsuge
長方形

t-tsuge
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